
原
始
仏
教
に
お
け
る
輪
廻
並
び
に
無
始
無
明
と
触
に
関
す
る
考
察

(山

本
)

原
始
仏
教
に
お
け
る
輪
廻
並
び
に
無
始
無
明
と
触
に
関
す
る
考
察

山

本

啓

量

一
、
原
始
仏
教
の
縁
起
観
は
、
五
盛
陰
苦
に
帰
せ
ら
れ
る
純
大
苦
聚

集

の
原
本
を
尋
ね
て
、
そ
の
根
拠
を
無
明
に
置
く
十
二
因
縁
、
愛
に
置

く
五
支
縁
起
、
識
に
置
く
九
支
ま
た
は
十
支
縁
起
、
そ
の
他
六
入
、
触
・

受
等
に
置
く
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
等
は
す
べ
て
老
死
憂
悲
悩
苦

の
本
を
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
各

々
の
特
殊
性
を
考
察
し
た
い
。

イ
、
六
入
や
受
に
根
本
を
置
く
も
の
は
、
触
を
本

と
す

る

p
ha
ssa
-

m
u
l
a
k
a
縁
起
に
還
元
す
る
事
が
で
き
る
。
六
入
は
六
内
入
処
で
あ
り
、

六
根
を
意
味
す
る
。
六
根
に
よ
っ
て
六
境
が
予
想
せ
ら

れ
、
「根
境

に

縁

つ
て
識

生
ず
、
根
境
識
三
事
和
合
し
て
触
あ
り
。」
「
触
に
縁
つ
て
受

あ
り
。
」
「触
倶
な
つ
て
受
あ
り
。
L
と
称
せ
ら
れ
、
六
内
外
入
処
は
触

構
成
の
必
然
的
根
本
資
料
で
あ
り
、
受
は
触
倶
生
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

又
識
を
本

と
す
る
縁
起
は
、
「識
に
縁

つ
く
名
色
有
り
、
名
色
に
縁

つ
て

(
1
)

識
有
り
。
」
と
せ
ら
れ
、
識
特
名
色
の
図
式
に
よ

つ
て
、
識
名
色
の
無
限

相
関
性
を
示
す
の
み
な
ら
ず
純
大
苦
聚
陰
の
無
限
存
在
性
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
雑
阿
含
に
は

「無
明
に
覆
わ
れ
愛
縁

に
繋
せ
ら
れ
て
此
の
識

を
得
。
身
内
に
此
の
識
有
り
、
身
外
に
名
色
あ
り
、
此
の
二
因
縁
も
て

(2
)

触
を
生
ず
。
」
と
あ
り
。

こ
れ
は
識
得
名
色
目
触

に
よ
っ
て
図

式
す
る

事
が
で
き
て
、
識
を
本
と
す
る
縁
起
も
亦
、
触
を
本
と
す
る
縁
起
に
還

元
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ロ
、
人
間
存
在
は
五
纏
を
以
て
表
現
せ
ら
れ
、
色
受
想
行
識

は
識
と

名
色
と
に
相
当
し
、
五
纏
は
そ
の
儘
識
鉾
名
色

の
関
係
を
示

し
て
い

(
3
)

る
。
ま
た

「
触
倶
な
い
て
受
想
思
あ
り
。
」
と
云
わ
れ
受
想
思
が
認
識

事
実
で
あ
る
か
ら
、
触
は
認
識
の
成
立
を
示
す

と
共
に
存
在
の
義
を
も

(4
)

有
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た

「
触
に
縁

つ
て
受
想

思
愛

あ
り
。
」
と
云
わ

れ
る
。
愛
を
本
と
す
る
縁
起
も
触
本

の
縁
起
に
帰
せ
ら
れ
る
。

人
間
存
在
は
ま
た
億
波
提
u
p
a
d
h
i
によ
っ
て
表
現
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
サ
ン
ユ
ッ
タ
因
縁
相
応
に
は
、
「
世
間
に
老
死
を
生
ず

る
各

種
の
苦
、

こ
の
苦
は
億
波
提
を
因
と
し
u
p
a
d
h
i
-
p
i
d
a
p
a
旨

億
波
提
を

集
と
し
u
p
a
d
h
i
-
s
a
m
u
d
a
y
a
旨

億
波
提
を
生
と

し
u
p
a
d
h
i
-
j
a
t
i
k
m

旨

億
波
提
を
起
と
す
u
p
a
d
h
i
-
p
a
b
h
v
a

旨

億
波
提

は
愛
を
因
と
し
愛
を
集

(5
)

と
し
愛
を
生
と
し
愛
を
起
と
す
。
」
と
あ
り
。
老
死
を
知
る
こ
と
は
億

波
提
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
億
波
提
は
愛
に
縁
る
と
し
て
、
「
愛
↓
億

波
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提
↓
老

死
苦
」
と
云
う
縁
起
を
説
い
て
愛
の
生
起
は

「
触
↓
受
」
に
縁

る
が
、
眼
耳
鼻
舌
身
意
の
六
内
処
に
お
い
て
、
常

・
楽

・
我

・
無
病

・

安
穏
な
り
と
見
る
と
こ
ろ
に
愛
の
増
長
v
a
d
d
h
a
n
a
が
あ
る
と
し
て
い

る
。
愛
は
六
内
入
処
に
お
け
る
接
触
関
係
す
な
わ
ち
内
触
に
お
け
る
中

間
触
知
a
n
t
a
r
a
m
-
s
a
m
m
a
s
a
t
i
に

よ
つ
て
起
り
、
こ
の
愛
を
基
体
と
し

て
億
波
提
を
生
じ
、
億
波
提
に
縁

つ
て
生
老
病
死
憂
悲
苦
悩
を
生
ず
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
生
起
事
実
を
愛
↓
取
↓
有
↓
生

↓
老
死
の
縁
起
次

第
と
比
較
す
る
時
、
億
波
提
は
愛
と
老
死
の
中
間
の
取
-
有
-
生

の
三

支
に
相
当
す
る
。
す
な
わ
ち
五
取
纏
を
億
波
提
と
称
し
た
事
に
な
る
。

ハ
、
雑
阿
含
や
サ
ン
ユ
ッ
タ
に
、
「
無
明
に
覆
わ
れ
愛
縁

に
繋

せ
ら

れ
」
「
無
明
触
に
触
れ
ら
れ
て
愛
生
ず
」
等
と
云
わ
れ
て
い
る
の
は
、
愛

を
本
と
す
る
縁
起
は
無
明
に
基
づ
く
こ
と
を
示
し
た

の
で
あ
る
が
、

唯
、
無
明
と
愛
と
の
相
違
は
、
無
明
a
v
i
j
j
a
は
認
識
論
的

で
あ
り
愛

ta
n
h
a
は

存
在
論
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
無
明
は
不
知
な
り
と
云
わ

れ
、
五
纏
や
六
入
の
無
常
苦
無
我
な
る
を
知
ら
な

い
事
で
あ
る
。

二
、
原
始
仏
教

の
縁
起
観
を
こ
の
様
に
考
察
す
る
と
き
、
六
入
や
受

を
本
と
す
る
縁
起
は
触
を
本
と
す
る
縁
起
に
帰
せ
ら
れ
、
識
を
本
と
す

る
縁
起
は
、
識
得
名
色
は
触
な
り
と
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
此
も
ま
た

触
を
本
と
す
る
縁
起
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
愛
を
本
と
す
る
縁
起
は
無

明
を
本
と
す
る
縁
起
に
帰
せ
ら
れ
る
が
、
無
明
も
愛
も
触
に
縁
つ
て
生

ず
る
と
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
原
始
仏
教
の
縁
起
観
は
、
す
べ
て
触
を

本
と
す
る
縁
起
に
帰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

諸
の
触
は
諸
の
縁
起
を
示
す
と
雑
阿
含
や
サ

ン
ユ
ッ
タ
に
示
さ
れ
て

い
る
の
で
、
三
事
和
合
の
触
は

「
此
有
れ
ば
彼
有
り
云
々
」

の
縁
起
の

相
依
相
関
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
相
関
事
実
を
如
実
に
知
見
す
る
か
否

か
に
よ

っ
て
、
煩
悩
や
苦
悩
の
生
滅
が
有
る
と
す
る
の
が
原
始
仏
教

の

本
旨
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
純
大
苦
聚
陰
の
原
本

を
尋
ね
て
、
無
明
や
愛

に
至
つ
た
時
は
、
触
に
お
け
る
特
殊
性
に
至
つ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ

る
。
無
明
や
愛
は
触
の
特
殊
状
態
を
表
現
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
苦

陰
の
原
本
を
触
に
帰
せ
し
め
る
と
き
は
、
触
の

一
般
的
根
本
性
に
連
つ

た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
触
は
苦
の
因
と
し
て
の
特
殊
な
触
と
も
考
え
ら

れ
る
。
唯
、

触
の
如
実
の
正
観
の
み
が
触
の

一
般
性
を
現
わ
す
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
触
の
正
観
に
よ
っ
て
苦
聚
陰
が
滅
す
る
の
で
あ
る
。

触
に
縁

つ
て
貧
瞑
擬
の
三
毒
の
根
本
煩
悩
が
生
ず
る
と
せ
ら
れ
る
。

一
般
性
を
根
底
と
し
た
触
に
縁
つ
て
生
ず
る
か
ら
、
根
本
煩
悩
の
意
義

を
現
わ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
食
は
欲
に
よ
つ
て
獲
得
せ
ん
と

し
、
瞑
は
欲
を
満
足
し
得
な
い
事
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
貧
瞑
は
渇

(
6
)

愛
に
接
せ
ら
れ
る
。
ま
た
貧
瞑
擬
は
食
瞑
無
明
と
も
称
せ
ら
れ
、
増

一

阿
含
に
は
無
明
を
凝
に
置
き
か
え
て
凝
に
基
づ
く
十
二
因
縁
が
説
か
れ

て
い
る
。
従
つ
て
煩
悩
や
苦
悩
の
根
本
は
触
に
あ
り
と
称
せ
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
無
明
に
有
り
と
せ
ら
れ
、
ま
た
渇
愛
に
あ

り
せ
ら
れ
る
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
。
仏
教
に
お
け
る
認
識
と
存
在
の

問
題
を
考
察
す
る
と
き
、
触
は
認
識
と
存
在
の
根
底
に
あ
り
、
認
識
と

存
在
と
は
相
表
裏
し
て
触
の
中
に
接
せ
ら
れ
不
離

の
関
係
に
あ
る
の
で

原
始
仏
教

に
お
け
る
輪
廻
並
び
に
無
始

無
明
と
触

に
関
す
る
考
察

(
山

本
)
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原
始
仏
教

に
お
け
る
輪
廻
並

び
に
無
始
無
明
と
触

に
関

す
る
考
察

(
山

本
)

あ
る
が
、

具
体
的
表
現
の
為
に
は
無
明
ま
た
は
渇
愛
に
依
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。

煩
悩
や
苦
悩
の
原
本
を
求
め
て
無
明
や
愛
に
至
る
と
き
、
そ
の
煩
悩

や
苦
悩

の
滅
尽
の
為
に
は
、
無
明
や
愛
は
触
に
縁

つ
て
生
ず
る
と
せ
ら

れ
る
か
ら
、
触
の
正
観
や
如
実
知
見
が
重
視
せ
ら
れ
、
八
正
道

の
実
践

は
触
の
正
見
に
基
づ
い
て
第
四
禅
に
お
け
る
正
定
の
成
就
に
至

つ
て
い

る
の
で
あ

る
。
第
四
禅
は
触
の
正
観
の
完
成
を
意
味
す
る
。

三
、
煩
悩
や
苦
悩
の
原
因
を
求
め
て
愛
や
無
明
に
至
る
時
、
或
は
触

や
識
名
色
に
至
る
時
は
、
其
等
の
体
系
は

一
応
完
成
し
て
い
る
筈
で
あ

る
。
愛
を
本
と
す
る
縁
起
は
あ
く
ま
で
も
愛

に
止
ま

る

べ
き
筈

で
あ

る
。
愛
の
本
を
無
明
に
移
行
す
る
な
ら
ば
そ
の
特
殊
性
を
失
い
、
触
に

移
行
す
る
時
は
愛

の
特
殊
性
は
触
の

一
般
性
に
転
化
す
る
の
で
あ
る
。

愛
の
特
殊
性
や
無
限
性
を
維
持
す
る
為
に
は
、
愛
自
身
に
よ
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
愛
の
無
限
性
を
維
持
し
愛
を
増
長
せ
し
め
る
も
の
は
、
六
道

輪
廻
や
三
界
流
転
の
原
因
と
云
わ
ね
ば
な

ら
な

い
。
増

一
阿
含
等

に

は
、
「
愛
有
れ
ば
受

u
pa
da
n
a
あ
り
、
受
あ
れ
ば
即
ち
愛
あ
り
、
因
縁
合

会
し
、
然
る
後
に
相
生
ず
る
こ
と
此
の
如
し
。
是
の
如
く
五
盛
陰
は
断

(
7
)

絶
の
時
有

る
こ
と
無
し
。
」
と
あ
り
。
愛
取

の
図
式
を
以
て
示

さ
れ

る
相
互
循
環
関
係
を
示
し
て
、
五
盛
陰
の
無
限
存
在
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
サ
ン

ユ
ッ
タ
諸
天
相
応
に
は
、
「
渇
愛
は
人
を
し
て
生
れ
し
む
。

(8
)

衆
生
輪
廻

に
堕
す
。
」
と
あ
り
。
渇
愛
が
輪
廻
転
生
の
根
元

で
あ
る
と

し
て
い
る
。

サ
ン
ユ
ッ
タ
や
雑
阿
含
に
は

「無
明
触
所
生

の
所
受
触
る
れ
ば

a
v
i
-

(9
)

jja
sa
m
p
h
a

sa
ja
-v
e
d
a
y
ita

渇

愛

生

ず
。
」

「
無

明

触

れ

て

愛

を

生

じ
、

(10
)

愛
を
縁
じ
て
行
を
起
こ
す
。
」
と
あ
り
。
渇
愛
の
本
を
無
明
に
置
け
ば
、

愛
の
特
殊
性
は
無
明
に
移
行
せ
ら
れ
、
無
明
の
本
を
触
に
置
け
ば
、
無

明
の
特
殊
性
は
触
の

一
般
性
に
融
合
せ
ら
れ
る
。
無
明
の
特
殊
性
を
維

持
せ
ん
が
為
に
は
無
明
の
無
限
循
環
性
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

M
.
N
.
正
見
経
に
は
、
十
二
因
縁
に
お
け
る
無
明
生
起
の
原
因
を
求

め
、
「無
明
の
集
よ
り
漏
の
集
あ
り
、
無
明
の
滅
よ
り
漏
の
滅
あ
り
。
」

と
し
更
に

「漏

の
集
よ
り
無
明
の
集
あ
り
、
漏

の
滅
よ
り
無
明

の
滅
あ

（1
1
)

り
。
」
と
あ
り
、
無
明
↓
漏

の
相
互
循
環
関
係
が
図
示
せ
ら
れ
る

の
で

あ
る
。
雑
阿
含
の
不
知
経
や
無
明
経
に
は
無
明
義
を
説
い
て

「
無
明
と

(12
)

は
知
ら
ざ
る
な
り
。
」
と
あ
り
、
原
始
仏
教
の
解
脱
浬
架
の
契
機
を

「我

が
生
已
に
尽
き
、
梵
行
已
に
立
ち
、
所
作
已
に
作

し
、
自
ら
後
有
を
受

け
ざ
る
を
知

る
。」
に
お
け
ば
、
後
有
を
受
け
ざ
る
を
知
る
と
は
無
明

を
滅
尽
し
て
流
転
輪
廻
を
脱
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
原
始
仏
教
の

知
る
は
五
受
陰
や
六
入
処
の
無
常
苦
無
我
を
知

る
こ
と
で
あ
り
羅
喉
羅

経
で
は
更
に
触
の
滅
を
知
る
こ
と
を
増
上
法
と
し
て
い
る
。

雑
阿
含
に
は
漏
の
生
起
に
つ
い
て
、
「
汝
等
応
当
に
根
門

を
守
護
し

て
善
く
其
の
心
を
摂
す
べ
し
。
若
し
眼
も
て
色
を
見
ん
時
も
色
相
を
取

る
こ
と
莫
れ
、
随
形
好
を
取
り
増
上
執
持
す
る
こ
と
莫
れ
。
若
し
眼
根

に
於
て
摂
飲
せ
ず
し
て
住
せ
ば
則
ち
世
間
の
食
愛
不
愛
悪
不
善
法
則
ち

(13
)

其
の
心
に
漏
る
。
」
と
あ
り
。
貧
瞑
擬
の
三
毒
は
眼
根
に
お

い
て
色
相
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に
取
す

る
に
よ
っ
て
、
其
の
心
に
漏
る
と
し
て
い
る
。
サ

ン
ユ
ッ
タ
や

雑
阿
含

に
は
云
何
に
知
見
す
れ
ば
漏
尽
を
得
る
や
を
説

い
て
、
「
諸
陰

を
観
察

し
、
勤
め
て
欲
し
楽
い
念

い
信
じ
て
、
三
十
七
道
品
を
実
修
す

(14
)

れ
ば
諸
漏
を
尽
す
を
得
ん
。
(取
意
)」
と
あ
り
。

こ
れ
は
五
陰
六
入
の

正
見
に
基
づ
く
三
十
七
道
品
を
修
し
て
諸
漏
を
尽
す
事
を
述

べ
て
、
無

明
の
滅

は
漏
の
滅
な
る
事
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

四
、

苦
の
生
因
を
尋
ね
て
無
明
に
至
つ
た
十
二
因
縁
は
、
無
明
鴛
漏

に
よ
つ
て
輪
廻
の
無
限
性
と
し
て
の
無
始
無
明
を
表
現
し
、
愛
を
本
と

す
る
縁

起
は
、
愛
得
取
に
よ
つ
て
輪
廻
転
生
の
義
を
表
わ
し
、
識
を
本

と
す
る
縁
起
は
識
算
名
色
に
よ
つ
て
人
間
存
在
の
無
限
性
を
明
示
し
た

の
で
あ
る
。
無
明
や
愛
の
滅
尽
は
純
大
苦
陰
の
滅
尽
を
意
味
す
る
が
、

無
明
や
愛
の
滅
尽
の
方
法
ま
た
は
滅
尽
の
根
拠
を
示
さ
ね
ば
、
解
脱
の

義
を
明
ら
か
に
し
た
と
は
云
え
な
い
の
で
あ
る
。
識
算
名
色
を
本
と
す

る
縁
起

に
お
け
る
識
や
名
色
は
触
の
義
を
現
わ
す
と
共
に
、
こ
の
識
は

五
取
纏

の
中
の
取
u
p
a
d
a
n
a
に
基
づ
く
識
で
あ
り
、
識
住
の
識

で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
解
脱
や
浬
架
は
如
来
施
設
の
五
陰
六
入
等
の
正
見

に
基
づ
く
正
定
八
正
道

の
修
習
に
よ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
識
得
名
色
は

触
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
解
脱
浬
繋
の
根
拠
は
広
義
の

一
般
性
を
意
味
す
る
触
の
正
観
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

雑
阿
含
に
は
、
無
明
と
愛
と
触
と
の
三
者
の
相
互
連
関
に
よ
る
輪
廻

の
相
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
無
始
無
明
義
の
根
本
を
示
す
も
の
で
あ

る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
其
に
よ
れ
ば

「眼

は
有
因
有
縁
有
縛
な

り
。
眼
は
業
の
因
、
業
の
縁
、
業
の
縛
な
り
。

業
は
愛
の
因
、
愛
の
縁
、

愛

の
縛
な
り
。
愛
は
無
明
の
因
、
無
明
の
縁
、
無
明
の
縛
な
り
。
無
明

は
不
正
思
惟
の
因
、
不
正
思
惟

の
縁
、
不
正
思
惟

の
縛
な
り
。
不
正
思

惟
は
眼
と
色
と
に
縁
り
て
不
正
思
惟
を
生
じ
、
療
を
生
ず
。
彼

の
凝
は

(15
)

無
明
な
り
。
」
と
あ
り
。
眼
の
因
を
次
第
し
て
尋
ね
、
眼
と
色

と
に
基

づ
く
不
正
思
惟
に
至
つ
て
い
る
が
、
眼
↑
業
↑
愛
↑
無
明
↑
不

正
思
惟

↑
眼

の
循
還
図
式
を
以
て
示
さ
れ
て
い
る
。
眼

の
主
体
性
は
常
に
色
の

対
象
を
予
想
せ
ら
れ
る
か
ら
、
眼
は
眼
触
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
愛
に
よ
る
業
は
取
で
あ
り
、
愛

取

は
同
時
存
在

で
あ

る
。
不
正
思
惟
は
無
明
を
生
ず
る
も
、

こ
れ
ま
た
無
明
と
同
時
関
連
で

あ
る
。
従
つ
て
眼
↑
業
↑
愛
↑
無
明
↑
不

正
思
惟
↑
眼

の
系
列
は
、
眼

(触
)↑
愛
↑
無

明
↑
眼

(触
)
の
循
還
図
式
を
以
て
示
さ
れ
る
。

無
明
は
眼
に
よ

っ
て
生
じ
、
無
明
に
よ

っ
て
愛
を
生
じ
、
愛
に
よ
っ

て
生
ず
る
眼
の
認
識
の
相
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
。
無
明
は
主
体
存
在

を
原
因
的
に
規
定
し
、
愛
は
主
体
が
取
す
る
対
象
の
存
在
を
結
果
的
に

規
定
す
る
の
で
あ
る
。
眼
の
因
は
業
に
有
り
と
云
う
事
は
、
愛
所
生
の

為
作
性
が
眼
の
在
り
方
を
規
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
触

に
縁
つ
て
無
明
を
生
じ
、
無
明
に
縁
つ
て
愛
を
生
じ
、
愛
が
触
の
有
り

方
を
規
定
す
る
循
還
図
式
に
よ
り
、
輪
廻
転
生
の
根
拠
た
る
無
始
無
明

義
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
染
悪
と
清
浄
と
に
通
ず
る
触
の
正
観
は
、
染

悪
を
観
じ
浄
相
を
取
得
し
解
脱

へ
至
ら
し
め
る
根
拠
を
な
す

の
で
あ

る
。

原
始
仏
教

に
お
け
る
輪
廻
並

び
に
無
始
無
明

と
触

に
関
す

る
考
察

(
山

本
)
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